
（学校運営協議会・報告様式） 

 

令和５年度 第１回白鳥中学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和５年６月１日（木）１８：３０～１９：３０ 

 

２ 場 所  会議室 

 

３ 教育指導課から、「部活動の地域移行」について 

  ・国の方針として、部活動を地域に移行し、運営していく。まずは、休日の部

活動。できる時期に、できる範囲で。 

  ・今年度から準備室として、準備を進めている。 

  ・スポーツ協会、中体連、専門部と情報共有（現状把握）を進めている。 

  ・少子化の影響→部員の減少のためチームが組めないなどの状況。 

  ・顧問の専門性によって、指導ができない場合が出てきている。 

 【委員より質問】 

  ・資料による提言とはどこからか？ 

→国の提言です。 

  ・顧問の意見を吸い上げることはするのか？ 

→昨年度、教員に対してアンケート調査を実施しました。 

  ・先生によって、考えが違う。地域だけでなく、教員の意識も把握して。 

    →指導を望まない教員が指導することはないと考えています。 

  ・地域移行すると、手当はどうなるのか？ 

    →先進地域では、受益者負担で集金しているようです。鈴鹿市として、予

算は確保できていません。枠組みを今年度決めていく予定です。 

  ・指導者は完全なるボランティアなのか？ 

    →先進地域では、市で予算を確保し、民間業者に委託しているところもあ

ります。お金の負担だけでなく、課題等を整理している状況です。 

  ・これは、教員の働き方改革ではないか。今の働き方を考えていかないといけ 

ない。教員の働き方の効率化を進めるべき。ボランティアで募集をかけて 

も、集まらない。先生の仕事を押し付けられているように感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 協議内容 「本年度の白鳥中学校経営方針等」について 

 【本年度の活動の指標について】  

・放課後におこなう会議の時間６０分以内に終了を目標１００％にしてはどうか。 

 【保護者への情報発信について】 

・学校のホームページ等、保護者との連携を進めるために、もっと充実していっ 

てほしい。 

→本年度からメール配信に配布文書を添付して、ダイレクトに保護者に発  

信できるようにしています。 

   ・小学校から中学校に進学し、学校のことを話さなくなる。学校から積極的な発 

信をしてほしい。 

    →学校行事に参加していただくことが難しい時期が続きました。今年度は、 

学校に保護者さんが来てもらえる機会をつくっていく予定です。 

  【ホームページ・学校通信について】 

   ・学校ホームページの活用が少なく、見にくい。行事等、後ろ姿でもいいから、 

掲載すると地域の方に見てもらえる。 

   ・学校通信の中身を興味のもてる内容にしてほしい。みんな見てない。 

   ・得意な人を探してみてはどうか。興味のひかれるものにかえてはどうか。 

   ・文章が長いと、読まない人が多いのではないか。写真やグラフなどを使って 

見やすいものにしてほしい。 

  【あいさつについて】 

   ・朝の登校時に、自転車を降りて、頭を下げてあいさつする姿がある。この学 

校で培ってきたもの。見ていて気持ちがいい。教育はすぐには効果が出ない 

ことが多い。長い期間での取り組みが必要だと思う。 

       

 


